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井
内　

建
治　
委
員
長　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

小
松
島
市
公
共
下
水
道

　
　
　

 

「
小
松
島
雨
水
ポ
ン
プ
場
」
完
成

　

小
松
島
雨
水
ポ
ン
プ
場

は
、
浸
水
常
襲
地
区
で
あ
る

川
北
第
二
排
水
区
、
全
体
計

画
排
水
面
積
百
五
十
九
・
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
今
回

の
対
策
面
積
は
二
十
三
・
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
雨
水
を
排
除

す
る
た
め
、
十
年
に
一
度
程

度
の
降
雨
量
で
あ
る
時
間
雨

量
七
十
二
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
に
対
応
す
る
施
設
と
し
て
、

平
成
十
六
年
度
か
ら
公
共
下

水
浸
水
対
策
事
業
と
し
て
建

設
を
進
め
て
き
た
。

　

施
設
概
要
は
、
建
築
面
積

千
二
百
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
、

延
床
面
積
四
千
八
百
五
十
五

平
方
メ
ー
ト
ル
の
地
下
二
階
、

地
上
三
階
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
建
物
で
、
雨

水
ポ
ン
プ
設
置
と
し
て
は
、

口
径
七
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
×

一
基
、
口
径
千
五
百
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
×
二
基
で
、
一
秒

当
た
り
十
二
・
三
立
方
メ
ー

ト
ル
の
排
水
能
力
を
有
す
る

雨
水
ポ
ン
プ
場
で
あ
る
。
総

事
業
費
は
雨
水
幹
線
を
含
め

て
約
五
十
七
億
九
千
万
円
。

　

小
松
島
雨
水
ポ
ン
プ
場
の

完
成
に
よ
り
、
川
北
雨
水
ポ

ン
プ
場
と
外
開
雨
水
ポ
ン
プ

場
の
合
わ
せ
て
三
施
設
で
川

北
地
区
の
雨
水
に
対
応
で

き
、
当
地
区
の
浸
水
被
害
は

大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と
に
な

り
、
加
え
て
、
住
民
の
生
命
・

財
産
及
び
交
通
・
通
信
等
の

都
市
機
能
を
浸
水
か
ら
守
り
、

都
市
の
健
全
な
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
本
委
員
会
は
、
今

期
定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
平

成
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）
を
軸
に
、

以
下
、
計
六
議
案
を
審
査
し
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

そ
の
他
、
請
願
第
一
号
に
つ

い
て
も
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
で
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。

　

可
決
さ
れ
た
議
案
・
請
願

は
次
の
と
お
り
。

○　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

○　

競
輪
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）

○　

公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

○　

風
致
地
区
内
に
お
け
る

建
築
な
ど
の
規
制
に
関
す

る
条
例

○　

公
共
下
水
道
雨
水
ポ
ン

プ
場
の
設
置
・
管
理
条
例

○　

工
事
請
負
契
約
の
変
更

○　

請
願　

悪
質
商
法
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
被
害
防
止
・
割

賦
販
売
の
抜
本
的
改
正
を

求
め
る
意
見
書

小松島雨水ポンプ場

環境衛生センター
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意見書２通　　　　　　　　
　　関係大臣に送付しました
意見書２通　　　　　　　　
　　関係大臣に送付しました

　

割
賦
販
売
法
の
改
正
を

　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）

　

悪
質
商
法
の
被
害
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
被
害
は
、
販
売
業

者
が
顧
客
の
支
払
い
能
力
を
考
慮
せ
ず
ク
レ

ジ
ッ
ト
販
売
を
行
え
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お

り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
も
顧
客
の
支
払
い
能

力
を
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
せ
ず
に
契
約
を
認

め
る
こ
と
で
発
生
し
て
い
る
。
国
に
お
か
れ

て
は
、
割
賦
販
売
法
を
次
の
と
お
り
改
正
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

一
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
顧
客
の
支
払
い
能

力
を
超
え
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
提
供
し

な
い
よ
う
、
実
行
性
あ
る
規
制
を
行
う

こ
と
。

二
、
販
売
店
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
と
の
共

同
責
任
（
既
払
い
金
返
還
を
含
む
）
を

規
定
す
る
こ
と
。

三
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
悪
質
販
売
被
害

防
止
義
務
を
明
記
す
る
こ
と
。

四
、
指
定
商
品
制
を
廃
止
し
、
割
賦
要
件

を
撤
廃
す
る
こ
と
。

五
、
個
品
方
式
（
契
約
書
型
）
ク
レ
ジ
ッ

ト
に
つ
い
て
開
業
規
制
を
設
け
る
こ
と
。

　

道
路
整
備
の
促
進
と
道
路
財
源
の

　
　
　

確
保
に
関
す
る
意
見
書
（
抜
粋
）

　

本
市
は
住
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
の
大

部
分
を
自
動
車
交
通
に
依
存
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
整
備
水
準
は
他
の
地
域

に
比
べ
非
常
に
遅
れ
て
い
る
。
国
に
お
か
れ

て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
が

な
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一
、
本
市
が
真
に
必
要
な
道
路
整
備
を
計
画

的
に
進
め
る
た
め
、
道
路
特
定
財
源
を
安

定
的
に
確
保
し
、
整
備
の
遅
れ
て
い
る
地

方
へ
重
点
的
に
配
分
す
る
こ
と
。

二
、「
四
国
８
の
字
ル
ー
ト
」
を
形
成
す

る
高
速
道
路
・
地
域
高
規
格
道
路
の
早

期
完
成
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
本
州
四

国
連
絡
道
路
を
含
む
高
速
道
料
金
の
見

直
し
や
、
弾
力
的
な
料
金
設
定
を
行
う

こ
と
。

三
、
地
震
対
策
の
重
要
性
・
緊
急
性
に
十

分
配
慮
し
た
道
路
整
備
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
橋
梁
の
耐
震
補
強
対
策
を
推

進
す
る
こ
と
。

　

請
願
一
件
採
択

　

陳
情
二
件
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

採  択

請願一号
「
悪
質
商
法
を
助
長
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
割
賦
販
売
法
の
抜

本
的
改
正
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
等
に

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
」
件
に
つ
い
て

　

請
願
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
上
記
意
見
書
に
記
載
の
と
お
り

で
す
。

（
提
出
者
）

　
　
　

徳
島
県
司
法
書
士
会　

会
長　

高
橋
敬
堯
ほ
か
四
名

不採択

陳情１号
「『
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
』
を
基
と
し
た

　
　

平
和
行
政
を
求
め
る
」
件
に
つ
い
て

（
提
出
者
）

　

日
本
青
年
学
生
平
和
友
好
祭
徳
島
県
実
行
委
員
会

　

実
行
委
員
長　

古
味　

俊
一

不採択

陳情２号
「
通
信
と
金
融
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
た
め
に
、
郵
政
民
営
化
の
凍

結
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
」
件

に
つ
い
て

（
提
出
者
）

　

郵
政
民
営
化
に
反
対
す
る
徳
島
の
会

　

会
長　

塀
本　

信
之
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　議員の賛否表（９月定例会）　　　　　　　 　
議　員　名　

議案・請願・陳情・意見書

安
平　

剛
之

濱
田　

保
徳

北
野　

恒
男

井
村　

保
裕

池
渕　
　

彰

宝　
　
　

覚

天
羽　
　

篤

武
田　
　

清

石
原　

正
裕

立
川　

邦
男

木
村　

文
彦

出
口
憲
二
郎

髙
木　

幸
次

大
木　
　

進

宮
崎　

欽
司

佐
野　

善
作

米
﨑　
　

孝

井
内　

建
治

議案第 56号　平成 19年度小松島市一般会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 57号　平成 19年度小松島市競輪事業特別会計補正予算
（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 58号　平成 19年度小松島市公共下水道事業特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号　小松島市消防手数料条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第60号　外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等
に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第61号　政治倫理の確立のための小松島市長の資産等の公開に関
する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第62号　小松島市行政財産使用料条例の一部を改正する条例につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第63号　小松島市風致地区内における建築等の規制に関する条例
の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第64号　小松島市公共下水道雨水ポンプ場の設置及び管理に関す
る条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 65号　工事請負契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 74号　公平委員会委員の選任の同意について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第 1号　「悪質商法を助長するクレジットの被害を防止するため、
割賦販売法の抜本的改正を求める意見書を政府等に提出することを求
める」件について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第 1号　「非核・平和都市宣言」を基とした平和行政を求める」件
について ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

陳情第 2号　「通信と金融のユニバーサルサービスを維持するために、
郵政民営化の凍結を求める意見書提出に関する」件について ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議提第 5号　割賦販売法の改正を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提第 6号　道路整備の促進と道路財源の確保に関する意見書につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成　　●は反対　　※議長（大和　　肇）は、可否同数の場合のみ表決権があります。

●　議会情報公開実施状況　●
（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日）

情報公開したもの
①政務調査に関する件
②競輪事業調査特別委員会の調査報告書に関する一切の文書
③市制 50 年における、議員提案による政策に関する条例の作成件数及びその内容について
④政務調査費に関するすべての文書、旅費命令を含む
⑤議会だより政務調査レポートについて「下水道整備の見直し」にかかる旅費等についての文書
 
以上、2名の方より申請された 5件の項目に対し、すべて関係文書の公開を行いました。
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地
方
分
権
へ
の
取
り
組
み

　

明
治
以
来
百
三
十
年
続
い
た
中
央
集
権
制
度
を
百
八
十

度
方
向
転
換
し
て
、
地
方
分
権
と
い
う
新
し
い
や
り
方
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
は
、
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
中
央
集
権
と
い
う
の
は
、「
国
」
が
政
策
を
立

て
て
予
算
を
つ
け
、
そ
の
各
施
策
を
「
県
」
が
下
請
け
を
し
、

「
市
町
村
」
が
孫
請
け
を
し
て
実
施
し
て
い
く
わ
け
で
、「
国
」

が
株
式
会
社
日
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
県
」
は
徳
島
県
支
店
、

私
た
ち
の
市
役
所
は
小
松
島
営
業
所
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
仕
組
み
、
流
れ
が
大
き
く
変
わ
り
、
株
式
会
社
日
本

の
小
松
島
営
業
所
で
は
な
く
、
株
式
会
社
小
松
島
へ
と
生
ま

れ
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
然
、
市
長
は
独
立
し

た
中
小
企
業
の
社
長
に
な
る
わ
け
で
、
自
己
責
任
の
も
と
に

市
政
を
執
行
し
、
も
し
失
敗
す
れ
ば
企
業
倒
産
（
赤
字
再
建

団
体
へ
の
転
落
）
も
あ
り
え
ま
す
。
市
長
の
み
な
ら
ず
、
わ

れ
わ
れ
議
員
も
責
任
の
重
さ
は
、
重
大
か
つ
厳
し
い
こ
と
を

自
覚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
や
孫
た
ち
の
時
代
に
な
っ
て
も
『
小
松
島
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
』と
言
わ
れ
る
よ
う
な「
ま
ち
」に
す
る
た
め
″

自
今
生
涯″

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

ま
ず
、
自
分
を
変
え
ま
す

　

地
方
分
権
を
旗
印
の
『
三
位
一
体
』
改
革
も
、
税
財
源

の
移
譲
は
進
ま
ず
、
改
革
の
受
け
皿
の
確
実
な
構
築
の
た
め

の
「
平
成
の
大
合
併
」
は
市
町
村
の
大
混
乱
の
現
実
を
残
し
、

行
政
単
位
の
減
少
に
よ
る
、
市
町
村
議
員
の
削
減
へ
と
つ
な

が
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
住
民
皆
様
の
御
負
担
さ
れ
る
議
員
報

酬
軽
減
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
小
松
島
市
に
お
け
る
、
一
市
四
町
、
あ
る
い
は
一

市
二
町
の
合
併
計
画
は
諸
条
件
の
不
一
致
に
よ
り
実
現
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
昭
和
二
十
六
年
の
市
制
施
行
時
に
は
三
十
名

の
議
員
で
ス
タ
ー
ト
し
た
議
会
も
、
平
成
十
五
年
に
二
十
四

名
か
ら
二
十
一
名
に
、
ま
た
平
成
十
九
年
に
は
十
九
名
へ
と

定
数
削
減
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

議
員
減
の
実
態
は
、
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第
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し
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そ
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任
の
重
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様
の
御
意
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を
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た
だ
き
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
自
身
の
研

鑽
に
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

出口憲二郎
（堀川町）
当選５回

立川　邦男
（中田町）
当選３回

私の政治信条

平 成 19 年 12 月 定 例 会 日 程

月　　日 曜 開  議  時  刻 議　　　事 備　　　考

12月 10日 月 午前 10時 開会（議案提出）

12月 12日 水 午前 10時 質疑・一般質問

12月 13日 木 午前 10時 質疑・一般質問

12月 17日 月 午前 10時 委員会審査 （総務）

12月 18日 火 午前 10時 委員会審査 （文教）

12月 19日 水 午前 10時 委員会審査 （産建）

12月 21日 金 午前 10時 議決・閉会

編 集 委 員

立川　邦男・出口憲二郎
天羽　　篤・佐野　善作
北野　恒男・安平　剛之
濱田　保徳・井村　保裕
池渕　　彰　　　　　　

編編  集 後 記集 後 記
　子どもの頃に仰いだ高い空に
白い雲。近所の子ども達と真っ
暗になるまで遊んだことを思い
出す。毎日を忙しく追われてい
る私の足を立ち止まらせる。
　皆さんも一度立ち止まって、
高い空を見上げてみてください。
そして、秋の爽やかな空気を思
い切り吸ってみてください。き
っと淡いほんのりとした思い出
に心が和むことでしょう。
　この「まち」に住んでいる人
達が、生きている実感や、心に
ゆとりが持てるようなまちづく
りが大切だと思います。

出口憲二郎

議会名　兵庫県篠山市議会
日　時　平成 19年 7月 23日
参加者　議　　　員　7名
調査事項　行財政改革の取り組みについて
　
議会名　広島県安芸高田市議会
日　時　平成 19年 8月 2日
参加者　議　　　員　7名
　　　　担　当　職　員　3名
　　　　議会事務局　1名
調査事項　健康づくりによる医療費削減について
　
議会名　静岡県大井川町議会
日　時　平成 19年 8月 23日
参加者　議　　　員　9名
　　　　担　当　職　員　4名
　　　　議会事務局　1名
調査事項　1　みなと観光交流促進計

画の概要について
　　　　2　みなと交流センター kocolo

の設立経緯について
　
議会名　栃木県足利市議会
日　時　平成 19年 10月 1日
参加者　議　　　員　3名
調査事項　1　徳島赤十字病院移転について
　　　　　2　徳島赤十字病院との医療連携について
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古紙配合率 100％
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